
中川小学校

学 校 報

「三省まつり」 明日はいよいよ本番！
「めあて（見通し）」と「ふり返り」で「次につなぐ」とい

う流れで取り組んできた全校発表や学級発表。昨日の「子ども

三省まつり」では、互いの学年発表に興味津々で見入る子ども

たちの姿が印象的でした。また、自分たちの演技にどっぷりと

入り込んでいる姿が、とてもほほえましかったです。

今日の発表全体を通して伝わってきたことは、「自分たちが

伝えたいことを、しっかりともっている」「自分たちで表現方

法を考えてやっている」「自分たちの力でやることに充実感を感じている」という子どもたちの主体

的な態度の高まりでした。これらに結びつけた、これまでの「めあて（見通し）」と「ふり返り」の

中からいくつかをご紹介します。

「今日の練習では、歌、合奏で心を一つにすることができました。まち

がいのあったダンスを直すことができた。この次は明るく元気な笑顔

でやれるようにして、中川地域が元気になるようにしましょう。」

（８／３１：６年 Ｓ．さん）

「今日のめあては『笑顔と元気で、入退場をがんばろう』です。今日の練習

で、しっかりと自分の場所に立てるようにしましょう。」

（９／７：６年 Ｓ．さん）

「今日のめあては『４２人の一生懸命な笑顔と元気を、心を一つにして

伝えよう』です。今日の練習では、ダンスのときには右と左をそろえ

て、（全校音楽のときには）歌と合奏を聴き合って笑顔と元気を心を

一つにして伝えられるようにしましょう。」

（９／１２：５年 Ｙ．さん）

さあ、明日はいよいよ「三省まつり」の本番です。今年のテーマ「みんな心一つに最高の笑顔と元

気をとどけよう！」を達成すること、そして、中川地域をさらに元気にできることを強く願っていま

す中川っ子の一生懸命な姿に大きな声援と温かい拍手をお願いします。

三省
学校ホームページ http://www.city.semboku.akita.jp/sc_nakasyo/

学校公式ブログ http://blog.goo.ne.jp/sembokunakagawa 携帯からも見られます。随時更新中

Ｈ２９．９．１５（金）
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角館のお祭りが終わりました
｢力を出して山車を引いた｣｢踊りやお囃子をがんばった｣｢出店が楽しか

った｣参加の仕方はそれぞれでしたが、子どもたちがお祭りを安全に楽し

むことができたようでよかったです。

９月７日の宵宮際は雨模様となりましたが、８・９日は好天に恵まれ、

多くの人でにぎわっていました。昨年１１月にユネスコの無形文化遺産

に登録されたこともあり、例年よりも観光客が４万人ほど多かったとい

うことも耳にしました。祭りに参加している人々を間近で見ていると、

角館という郷土への愛着心や誇りが伝わってきました。大人、中高生、

小学生と各年代間で引き継がれていくものの大切さを改めて感じたとこ

ろです。このような郷土の伝統を学校教育の中でも生かしていき、ふる

さとへの愛着心を高め、「ふるさとのために、今の私たちにできること

はないか。」という問題意識を高めていきたいと思います。

全国学力テストの結果がでました
８月２９日（火）の新聞報道等でもご存じの通り、４月１８日に（火）に実施された全国学力学習

状況調査の結果が発表されました。

この学力調査から見える中川小学校６年生の状況は、国語のＡ・Ｂ、算数Ａ・Ｂいずれも全国平均、

秋田県平均をともに上回り、満足できる状態にあると言えます。Ａ問題の基礎的な事項はよく身に付

いています。Ｂ問題を見ると、国語では「取り上げる内容」「ふさわしい言葉遣い」「指定された文

字数」などの与えられた条件に合わせて答えたり文章構成を考えて書いたりすること、算数では場面

や状況に合わせ、数学的思考を働かせて解く問題が課題となりそうです。

学習状況調査からは、家庭学習の習慣が身についていること、学習の中で友だちと話し合ったり協

力して何かをなしとげたりする体験が充実していること、将来の夢や目標を持っていること、自分に

はよいところがある、将来人の役に立つ人間になりたいなどの自己有用感の高いことなどが、子ども

たちの学力を支えていると言えそうです。また、学校と家庭、地域がしっかりと連携していることが、

子どもを支える豊かで確かな土壌となっていることも間違いありません。

しかし、学校の授業以外の時間に読書をすること、家の人と将来のことについて話すこと、地域や

社会をよくするために何をすべきか考えることなどについては、比較的大きな個人差が見られ、今後

の課題と言えそうです。これらのことについては、今年度の本校経営の重点とも重なっておりますの

で、今後、一人一人の力を一層伸ばすための資料として本調査結果を活用していきたいと思います。

← 算数Ｂの問題

手紙を封筒に入れる場面をもと

にして、長方形の紙（便せん）を

三つ折りにする方法を考えます。

左下の「等間隔にならんだ４本

の平行な直線」では比較的簡単に

できることを、手元にある便せん

を使ってやるにはどうすればいい

かということが問われています。

このように「三つ折りにする」

という作業を条件を変えてもでき

るかという力が求められています。


